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ス
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ち
ニ
ュ
ー
ス

木
久
蔵
さ
ん
が
講
演

「
笑
い
の
効
能
」
語
る

ひ
ま
わ
り
信
金
百
周
年

（N
uclear

）・
爆
発
物
（E

xplosive

） 

災
害
の
頭
文
字
を
取
っ
て
使
用
さ
れ

る
災
害
対
策
用
語
。

同
学
会
は
、
日
本
、
世
界
で
発
生

が
想
定
さ
れ
る
同
災
害
の
実
態
と
対

策
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

本
誌
誌
上
で
今
年
七
月
号
か
ら
九

月
号
ま
で
関
連
記
事
を
連
載
し
て
い

た
、
石
井
脳
神
経
外
科
・
眼
科
病
院

の
理
事
長
で
、
同
学
会
の
理
事
長
も

務
め
る
石
井
正
三
氏
が
中
心
と
な
っ

て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

会
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
石
井
氏

は
、「
今
日
こ
の
後
、
何
か
あ
っ
た

と
し
て
も
す
ぐ
に
役
立
つ
よ
う
な
知

識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な

会
に
な
れ
ば
」
と
、
語
っ
て
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
四
倉
町
の
木

田
医
院
、
木
田
光
一
院
長
が
「
東
日

本
大
震
災
の
医
療
活
動
で
感
じ
た
こ

と
」
と
題
し
た
講
演
か
ら
始
ま
り
、

医
学
界
、
元
自
衛
隊
関
係
者
、
同
大

関
係
者
ら
な
ど
が
参
加
し
た
討
論
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

常
磐
上
矢
田
町
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム「
悠
々
の
里
」（
岡
田
健
一
施
設
長
）

は
、
先
ご
ろ
、
同
所
敷
地
内
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
開
き
、利
用
者
と
家
族
、

地
域
住
民
ら
が
満
喫
し
た
。

例
年
、
同
施
設
利
用
者
の
み
で
行

わ
れ
て
い
た
が
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
今
回
は
同
施
設

国
際
大
学
健
康
社
会
健
康
戦
略
研
究

所
は
十
月
十
五
日
、
同
大
で
共
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
複
合
災
害
（C

B
R

N
E

災
害
）
対
策
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
東

日
本
大
震
災
か
ら
12
年
、
今
後
の
課

題
解
決
を
探
る
─
」
を
開
い
た
。

C
B

R
N

E

と
は
、
化
学
（C

hem
ic

al

）、
生
物
（B
iological
）・
放

射
性
物
質
（R

adiological
）・
核 

日
本C

B
R

N
E

学
会
と
、
東
日
本

の
子
ど
も
食
堂
を
利
用
す
る
三
家
族

も
参
加
。

二
組
の
大
道
芸
人
を
招
き
、
の
ん

ぴ
ー
＆
マ
リ
ア
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
現
役
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
も
り
も
り
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

な
ど
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

利
用
者
ら
は
、
普
段
の
日
常
生
活

か
ら
離
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
時
間

を
思
い
お
も
い
に
楽
し
ん
で
い
た
。

が
行
わ
れ
て
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
り
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
石
井
理
事
長

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
利

用
者

複
合
災
害
の
対
策
討
論

東
日
大
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

和
気
あ
い
あ
い

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ひ
ま
わ
り
信
用
金
庫
「
創
立
百
周

年
記
念
」
の
文
化
講
演
会
が
十
一
月

十
日
、い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館（
ア

リ
オ
ス
）
で
開
か
れ
、
落
語
家
の
林

家
木
久
蔵
さ
ん
が
「
木
久
蔵
流
、
笑

う
が
一
番
」
＝
写
真
右
＝
と
題
し
て

〝
笑
い
〟
の
効
能
な
ど
を
語
っ
た
。

木
久
蔵
さ
ん
は
、テ
レ
ビ
番
組「
笑

点
」
に
出
演
す
る
林
家
木
久
扇
さ
ん

を
父
に
持
ち
、
二
〇
〇
七
（
平
成

十
九
）年
に
二
代
目
木
久
蔵
を
襲
名
。

講
演
で
は
、
軽
妙
な
語
り
口
で
自

己
紹
介
を
し
つ
つ
、「
感
情
豊
か
に

過
ご
す
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
る
」

と
説
明
。
父
親
が
喉
頭（
い
ん
と
う
）

が
ん
を
克
服
し
た
際
、「
本
当
の
幸

せ
は
、
何
気
な
い
一
日
を
朝
か
ら
晩

ま
で
普
通
に
過
ご
す
こ
と
」
と
語
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
か
し
、「
健
康

の
た
め
に
笑
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

こ
の
日
は
、
木
久
蔵
さ
ん
ら
に
よ

る
落
語
も
披
露
さ
れ
、
会
場
を
埋
め

た
来
場
者
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声
が

響
い
て
い
た
。

今
回
の
講
演
会
は
、
同
金
庫
の
女

性
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
会
」
と

「
年
金
友
の
会
」
の
合
同
開
催
で
、

四
十
三
回
目
。

北
茨
城
市
大
津
町
、「
五
浦
観
光

ホ
テ
ル
」
は
十
二
月
十
七
日
、
恒
例

の
「
２
０
２
３
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
お
笑
い
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
」

を
開
く
。

昨
年
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ

て
い
た
人
気
企
画
が
復
活
。
出
演
す

る
の
は
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ａ
、
坂
本
冬
美
、
八
代
亜
紀
な
ど

の
も
の
ま
ね
で
知
ら
れ
る
、
タ
レ
ン

ト
の
レ
デ
ィ
ー
エ
リ
カ
。
日
本
テ
レ

ビ
系
「
も
の
ま
ね
バ
ト
ル
」
出
演
で

人
気
を
博
し
、
各
局
の
も
の
ま
ね
番

組
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
も
多
数
出
演
。

昼
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
シ
ョ
ー
が

正
午
〜
午
後
一
時
半
。
夜
の
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
と
シ
ョ
ー
は
午
後
六
時

〜
同
七
時
半
の
二
部
構
成
。

料
金
は
昼
夜
と
も
に
、
一
人
当
た

り
一
万
二
千
円
（
税
・
サ
ー
ビ
ス
料

込
み
）。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
は
、
一

人
当
た
り
、
一
人
一
室
の
利
用
で

八
千
円
（
一
泊
朝
食
付
き
、
サ
込
税

別
）、
二
人
一
室
の
利
用
で
六
千
円

（
同
）
の
追
加
料
金
で
優
待
宿
泊
で

き
る
。

詳
し
く
は
、
同
ホ
テ
ル
（
電
話

〇
二
九
三
─
四
六
─
一
一
一
一
）
ま

で
。 五

浦
観
光
ホ
テ
ル

17
日
に
お
笑
い

も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
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